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７
月
12
日
、
夏
休
み
を
前
に
馬

頭
高
校
で
は
、
栃
木
県
警
協
力
の

も
と
、
女
子
生
徒
を
対
象
に
し
た

護
身
術
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
場
合
の

心
構
え
と
し
て
「
①
基
本
的
に
は

逃
げ
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
、
臆

病
に
な
る
こ
と
、②
危
険
な
場
所

に
は
近
づ
か
な
い
こ
と
、③
人
や

物
に
対
す
る
執
着
心
を
捨
て
る
こ

と
、④
大
声
を
出
し
て
、
周
り
に

協
力
を
求
め
る
こ
と
」
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
人
で
１
組
と
な
り
、

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
い
ざ
と
い
う

時
に
役
に
立
つ
護
身
術
の
習
得
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

小
川
小
学
校
同
窓
会
主
催
に
よ

る
第
60
回
塩
那
少
年
野
球
大
会
が
、

７
月
17
日
か
ら
19
日
の
３
日
間
に

渡
り
、
小
川
運
動
場
ほ
か
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
那
珂
川
町
合
併
５
周

年
並
び
に
第
60
回
の
記
念
大
会
と

し
て
、
例
年
よ
り
８
チ
ー
ム
増
の

町
内
外
24
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
夏

の
暑
さ
に
負
け
な
い
よ
う
な
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

馬
頭
ラ
ッ
キ
ー

準
優
勝　

黒
磯
ク
ラ
ブ

第
三
位　

豊
浦
ク
ラ
ブ

第
三
位　

こ
ぶ
し
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　

７
月
17
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
に
て
第

60
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
栃

木
県
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
保

護
司
や
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど

関
係
者
約
３
５
０
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、

「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
三
な
い
運

動
」
を
推
進
す
る
旨
の
大
会
決
議

を
読
み
上
げ
ら
れ
、
無
事
閉
会
し
、

そ
の
後
の
「
子
ど
も
・
い
き
い
き

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、
わ
か
あ
ゆ

保
育
園
児
の
踊
り
、
馬
頭
中
学
校

や
烏
山
高
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
出
席
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

７
月
24
日
、
第
５
回
久
那
瀬
夏

祭
り
が
、
地
元
の
津
島
神
社
例
大

祭
に
併
せ
て
、
久
那
瀬
多
目
的
集

会
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

栃
木
弁
で
有
名
な
嶋
均
三
さ
ん

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
続
き
、
三
善

英
史
さ
ん
、
東
山
明
美
さ
ん
ら
豪

華
ス
タ
ー
が
共
演
し
た
歌
謡

シ
ョ
ー
で
は
、
大
金
伊
一
町
長
が
、

オ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
一
員
と
し
て
「
麦

畑
」
を
デ
ュ
エ
ッ
ト
す
る
な
ど
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
会
場
は
盛

り
上
り
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
の
あ
る
歌

手
の
皆
さ
ん
を
間
近
で
観
る
こ
と

が
出
来
て
、
観
客
の
皆
さ
ん
は
、

大
喜
び
で
し
た
。

馬
頭
高
校
で

　
　

護
身
術
教
室
開
催

第
60
回
塩
那
少
年
野
球
大
会

　

廃
校
と
な
っ
た
旧
健
武
小
学
校

の
校
舎
を
利
用
し
て
、
東
京
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
森
の
学
校
」
が
、
自

然
環
境
を
活
用
し
た
都
会
の
子
ど

も
と
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
活
動
を
実
施
、
東
京
・
月
島
か

ら
小
学
生
５
人
が
参
加
し
、
７
月

18
日
か
ら
１
泊
２
日
の
日
程
で
、

里
山
探
検
、
川
遊
び
、
キ
ャ
ン
プ

な
ど
を
通
じ
て
、
那
珂
川
町
の
自

然
や
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
育
成
会
の
協
力
の

も
と
、
縦
３
ｍ×

横
１
・
５
ｍ
の

鉄
板
の
上
で
巨
大
も
ん
じ
ゃ
焼
き

に
挑
戦
、
集
ま
っ
た
地
元
の
皆
さ

ん
も
一
緒
に
月
島
名
物
の
も
ん

じ
ゃ
焼
き
を
食
べ
な
が
ら
、
交
流

を
楽
し
み
ま
し
た
。

旧
健
武
小
学
校
で

　
　
　

森
の
学
校
開
校

久
那
瀬
の
夏
ま
つ
り

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

栃
木
県
推
進
大
会

　

６
月
26
日
、
健
武
細
田
下
平
地

区
の
遊
休
農
地
で
「
と
ち
ぎ
夢
大

地
応
援
団
」
に
よ
る
草
刈
り
作
業

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宇
都
宮
を
中
心

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
団
が
農

地
な
ど
の
草
刈
り
作
業
を
県
内
各

地
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
町
内

外
か
ら
39
名
の
方
が
参
加
し
、
草

刈
り
作
業
・
竹
の
粉
砕
・
牧
柵
の

撤
去
の
３
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
に
は
、
地
元
の
方

た
ち
が
準
備
し
た
お
に
ぎ
り
や
豚

汁
の
ほ
か
、
関
東
フ
ー
ズ
提
供
の

イ
ノ
シ
シ
肉
を
使
っ
た
メ
ン
チ
な

ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
、「
作
業
は
き
つ
か
っ
た

が
、
こ
ん
な
に
も
て
な
し
て
も

ら
っ
て
非
常
に
よ
か
っ
た
」
と
満

足
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
那

須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
の
第
12
回

定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
は
「Joyful Beat

〜
祭

音
〜
」、「
翔
け
未
来
へ
」
や
「
ま

ほ
ろ
ば
の
風
」
な
ど
８
曲
を
披
露
。

ま
た
、
大
人
太
鼓
用
の
４
曲
目
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
打
弾
」
が
初
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
曲
は
、
若

手
打
ち
手
３
人
に
よ
る
作
曲
で
、

曲
名
の
由
来
の
と
お
り
「
心
躍
ら

せ
、
弾
み
な
が
ら
打
つ
」
打
ち
手

の
姿
に
、
場
内
か
ら
は
盛
大
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
桶
運
動
公
園
（
那
須
烏
山

市
）
で
７
月
４
日
、
第
15
回
南
那

須
支
部
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
、
当
町
か
ら
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
で
第
１
分
団
第
３
部
（
南

町
）、
第
６
分
団
第
２
部
（
大
内
）、

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
第
２
分
団

第
２
部
（
矢
又
）、
第
５
分
団
第
１

部
（
久
那
瀬
）
の
４
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

炎
天
下
の
中
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
第
６
分
団
第
２

部
（
大
内
）
と
第
２
分
団
第
２
部

（
矢
又
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
準

優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
競
技
終
了
後
に
は
、
県

防
災
へ
リ
に
よ
る
救
助
訓
練
の
実

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
、
薬
利
小
学
校
体
育

館
で
理
科
実
験
教
室
シ
ャ
ボ
ン
玉

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
今
回
は
薬
利

小
学
校
と
小
川
南
小
学
校
の
全
児

童
と
、
小
川
小
学
校
の
１
・
２
年

生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ボ
ン
玉
シ
ョ
ー
で
は
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
の
世
界
記
録
保
持
者

で
あ
る
杉
山
兄
弟
が
来
て
、
い
ろ

い
ろ
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
出
す
機
械

や
、
実
際
に
「
嵐
」
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
使
用
し
て
い
る
シ
ャ
ボ
ン
玉

の
機
械
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ー
の
後
半
で
は
、
児
童
の

代
表
た
ち
が
大
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉

の
中
に
包
ま
れ
る
姿
や
体
育
館
が

た
ち
ま
ち
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ャ

ボ
ン
玉
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
光
景

に
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。

と
ち
ぎ
夢
大
地
応
援
団

那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓

新
曲
「
打
弾
」
を
初
披
露

世
界
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
が

や
っ
て
き
た

南
那
須
支
部
消
防
操
法
大
会

　

鈴
木
り
か
さ
ん
（
谷
川
）
が
７

月
５
日
に
１
０
０
歳
を
迎
え
、
大

金
町
長
か
ら
お
祝
い
金
と
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
大
山
田
下
郷
に
生

ま
れ
、
昭
和
６
年
に
谷
川
に
嫁
い

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
と
て
も

教
育
熱
心
な
鈴
木
さ
ん
は
、
９
人

の
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
と
育

て
上
げ
ま
し
た
。

　

性
格
は
、
物
事
に
動
じ
な
い
・

小
さ
い
こ
と
に
く
よ
く
よ
し
な
い

性
格
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

趣
味
は
歌
を
歌
う
こ
と
で
、
家
で

は
好
き
な
歌
を
よ
く
歌
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

大
病
を
患
う
こ
と
も
な
く
、
今

も
元
気
な
秘
訣
は
、
平
素
体
に

合
っ
た
も
の
を
食
べ
、
好
き
嫌
い

を
せ
ず
、
家
族
と
同
じ
も
の
を
食

べ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

鈴
木
り
か
さ
ん
１
０
０
歳
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７
月
12
日
、
夏
休
み
を
前
に
馬

頭
高
校
で
は
、
栃
木
県
警
協
力
の

も
と
、
女
子
生
徒
を
対
象
に
し
た

護
身
術
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
場
合
の

心
構
え
と
し
て
「
①
基
本
的
に
は

逃
げ
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
、
臆

病
に
な
る
こ
と
、②
危
険
な
場
所

に
は
近
づ
か
な
い
こ
と
、③
人
や

物
に
対
す
る
執
着
心
を
捨
て
る
こ

と
、④
大
声
を
出
し
て
、
周
り
に

協
力
を
求
め
る
こ
と
」
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
人
で
１
組
と
な
り
、

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
い
ざ
と
い
う

時
に
役
に
立
つ
護
身
術
の
習
得
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

小
川
小
学
校
同
窓
会
主
催
に
よ

る
第
60
回
塩
那
少
年
野
球
大
会
が
、

７
月
17
日
か
ら
19
日
の
３
日
間
に

渡
り
、
小
川
運
動
場
ほ
か
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
那
珂
川
町
合
併
５
周

年
並
び
に
第
60
回
の
記
念
大
会
と

し
て
、
例
年
よ
り
８
チ
ー
ム
増
の

町
内
外
24
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
夏

の
暑
さ
に
負
け
な
い
よ
う
な
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

馬
頭
ラ
ッ
キ
ー

準
優
勝　

黒
磯
ク
ラ
ブ

第
三
位　

豊
浦
ク
ラ
ブ

第
三
位　

こ
ぶ
し
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　

７
月
17
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
に
て
第

60
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
栃

木
県
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
保

護
司
や
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど

関
係
者
約
３
５
０
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、

「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
三
な
い
運

動
」
を
推
進
す
る
旨
の
大
会
決
議

を
読
み
上
げ
ら
れ
、
無
事
閉
会
し
、

そ
の
後
の
「
子
ど
も
・
い
き
い
き

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、
わ
か
あ
ゆ

保
育
園
児
の
踊
り
、
馬
頭
中
学
校

や
烏
山
高
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
出
席
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

７
月
24
日
、
第
５
回
久
那
瀬
夏

祭
り
が
、
地
元
の
津
島
神
社
例
大

祭
に
併
せ
て
、
久
那
瀬
多
目
的
集

会
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

栃
木
弁
で
有
名
な
嶋
均
三
さ
ん

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
続
き
、
三
善

英
史
さ
ん
、
東
山
明
美
さ
ん
ら
豪

華
ス
タ
ー
が
共
演
し
た
歌
謡

シ
ョ
ー
で
は
、
大
金
伊
一
町
長
が
、

オ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
一
員
と
し
て
「
麦

畑
」
を
デ
ュ
エ
ッ
ト
す
る
な
ど
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
会
場
は
盛

り
上
り
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
の
あ
る
歌

手
の
皆
さ
ん
を
間
近
で
観
る
こ
と

が
出
来
て
、
観
客
の
皆
さ
ん
は
、

大
喜
び
で
し
た
。

馬
頭
高
校
で

　
　

護
身
術
教
室
開
催

第
60
回
塩
那
少
年
野
球
大
会

　

廃
校
と
な
っ
た
旧
健
武
小
学
校

の
校
舎
を
利
用
し
て
、
東
京
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
森
の
学
校
」
が
、
自

然
環
境
を
活
用
し
た
都
会
の
子
ど

も
と
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
活
動
を
実
施
、
東
京
・
月
島
か

ら
小
学
生
５
人
が
参
加
し
、
７
月

18
日
か
ら
１
泊
２
日
の
日
程
で
、

里
山
探
検
、
川
遊
び
、
キ
ャ
ン
プ

な
ど
を
通
じ
て
、
那
珂
川
町
の
自

然
や
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
育
成
会
の
協
力
の

も
と
、
縦
３
ｍ×

横
１
・
５
ｍ
の

鉄
板
の
上
で
巨
大
も
ん
じ
ゃ
焼
き

に
挑
戦
、
集
ま
っ
た
地
元
の
皆
さ

ん
も
一
緒
に
月
島
名
物
の
も
ん

じ
ゃ
焼
き
を
食
べ
な
が
ら
、
交
流

を
楽
し
み
ま
し
た
。

旧
健
武
小
学
校
で

　
　
　

森
の
学
校
開
校

久
那
瀬
の
夏
ま
つ
り

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

栃
木
県
推
進
大
会

　

６
月
26
日
、
健
武
細
田
下
平
地

区
の
遊
休
農
地
で
「
と
ち
ぎ
夢
大

地
応
援
団
」
に
よ
る
草
刈
り
作
業

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宇
都
宮
を
中
心

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
団
が
農

地
な
ど
の
草
刈
り
作
業
を
県
内
各

地
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
町
内

外
か
ら
39
名
の
方
が
参
加
し
、
草

刈
り
作
業
・
竹
の
粉
砕
・
牧
柵
の

撤
去
の
３
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
に
は
、
地
元
の
方

た
ち
が
準
備
し
た
お
に
ぎ
り
や
豚

汁
の
ほ
か
、
関
東
フ
ー
ズ
提
供
の

イ
ノ
シ
シ
肉
を
使
っ
た
メ
ン
チ
な

ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
、「
作
業
は
き
つ
か
っ
た

が
、
こ
ん
な
に
も
て
な
し
て
も

ら
っ
て
非
常
に
よ
か
っ
た
」
と
満

足
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
那

須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
の
第
12
回

定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
は
「Joyful Beat

〜
祭

音
〜
」、「
翔
け
未
来
へ
」
や
「
ま

ほ
ろ
ば
の
風
」
な
ど
８
曲
を
披
露
。

ま
た
、
大
人
太
鼓
用
の
４
曲
目
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
打
弾
」
が
初
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
曲
は
、
若

手
打
ち
手
３
人
に
よ
る
作
曲
で
、

曲
名
の
由
来
の
と
お
り
「
心
躍
ら

せ
、
弾
み
な
が
ら
打
つ
」
打
ち
手

の
姿
に
、
場
内
か
ら
は
盛
大
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
桶
運
動
公
園
（
那
須
烏
山

市
）
で
７
月
４
日
、
第
15
回
南
那

須
支
部
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
、
当
町
か
ら
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
で
第
１
分
団
第
３
部
（
南

町
）、
第
６
分
団
第
２
部
（
大
内
）、

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
第
２
分
団

第
２
部
（
矢
又
）、
第
５
分
団
第
１

部
（
久
那
瀬
）
の
４
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

炎
天
下
の
中
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
第
６
分
団
第
２

部
（
大
内
）
と
第
２
分
団
第
２
部

（
矢
又
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
準

優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
競
技
終
了
後
に
は
、
県

防
災
へ
リ
に
よ
る
救
助
訓
練
の
実

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
、
薬
利
小
学
校
体
育

館
で
理
科
実
験
教
室
シ
ャ
ボ
ン
玉

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
今
回
は
薬
利

小
学
校
と
小
川
南
小
学
校
の
全
児

童
と
、
小
川
小
学
校
の
１
・
２
年

生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ボ
ン
玉
シ
ョ
ー
で
は
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
の
世
界
記
録
保
持
者

で
あ
る
杉
山
兄
弟
が
来
て
、
い
ろ

い
ろ
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
出
す
機
械

や
、
実
際
に
「
嵐
」
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
使
用
し
て
い
る
シ
ャ
ボ
ン
玉

の
機
械
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ー
の
後
半
で
は
、
児
童
の

代
表
た
ち
が
大
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉

の
中
に
包
ま
れ
る
姿
や
体
育
館
が

た
ち
ま
ち
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ャ

ボ
ン
玉
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
光
景

に
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。

と
ち
ぎ
夢
大
地
応
援
団

那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓

新
曲
「
打
弾
」
を
初
披
露

世
界
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
が

や
っ
て
き
た

南
那
須
支
部
消
防
操
法
大
会

　

鈴
木
り
か
さ
ん
（
谷
川
）
が
７

月
５
日
に
１
０
０
歳
を
迎
え
、
大

金
町
長
か
ら
お
祝
い
金
と
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
大
山
田
下
郷
に
生

ま
れ
、
昭
和
６
年
に
谷
川
に
嫁
い

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
と
て
も

教
育
熱
心
な
鈴
木
さ
ん
は
、
９
人

の
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
と
育

て
上
げ
ま
し
た
。

　

性
格
は
、
物
事
に
動
じ
な
い
・

小
さ
い
こ
と
に
く
よ
く
よ
し
な
い

性
格
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

趣
味
は
歌
を
歌
う
こ
と
で
、
家
で

は
好
き
な
歌
を
よ
く
歌
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

大
病
を
患
う
こ
と
も
な
く
、
今

も
元
気
な
秘
訣
は
、
平
素
体
に

合
っ
た
も
の
を
食
べ
、
好
き
嫌
い

を
せ
ず
、
家
族
と
同
じ
も
の
を
食

べ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

鈴
木
り
か
さ
ん
１
０
０
歳


